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で、優位な PCネットワークが台頭し、最終的には CDFという一つの大きな PCネット
ワークに統合されていく動きがみられたという。各 PCネットワークの盛衰は、そのリー
ダーが戦闘員に配分する資源をどれだけ確保しえたかに依存した。第 11章で取りあげら
れる人びとのライフヒストリーに示されているように、一般の戦闘員は、より有利な見返
りを提供してくれるパトロンを求めて、各地の PCネットワークへの出入りをくりかえし
ていたからである。
　終章では、本書の内容が政治学、人類学、シエラレオネ研究にもたらす知見をまとめ
る。著者は、PCネットワークが内戦中にダイナミックに変動していたことや、国境を越
えて編成されていたことなどから、既存の PCネットワーク観の見直しを迫るとともに、
カマジョー／ CDFの実態を明らかにしたことで、シエラレオネにおける伝統的権威と住
民との関係や、内戦における残虐性の解釈などにも新たな示唆がもたらされたことを指摘
する。
　以上が本書の概要である。文書記録に残されていない武装勢力に関する細かなデータを
収集することは、内戦中には治安上や倫理上の問題から困難であり、また内戦終結から長
い時を経てしまえば正確な情報は集まりにくい。著者の調査は「今しかできない」重要な
仕事である。また、アフリカの国家機構や紛争の背景にパトロン＝クライアント関係の存
在を見出すことは近年では定型化した分析だが、じつはその関係の実態が実証的に示され
ることは少ない。政治エリートが違法に流用した資源を用いて形成した関係を調査するこ
との難しさが、その一因だろう。それに対して、本書は調査時に内戦がすでに終結してい
たことや、著者が優れた調査助手にめぐりあったこともあり、元指導者層などへの聞き取
りをとおしてカマジョー／ CDFの PCネットワークを構成した人間関係を細かく記述し
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ている。高い評価に値する点だろう。ただし、PCネットワークの形成と維持において、
具体的にどのような資源がどれほどの量、いつだれにいかなる方法で分配されていたのか
に関する記述は、もう少し充実させる余地があったかもしれない。
　最後に、本書の立論に関して一点だけ疑問に感じた点を挙げておこう。著者は、従来
の内戦研究が「現実には複雑に錯綜しているかもしれない人脈ネットワークを PCネット
ワークに単純化することで現実を説明」（69）してきた点を問題視したうえで、「リゾーム
状の人脈ネットワーク」という概念を政治学者 J-F.バヤールの著作からヒントを得て導入
する。リゾーム状の人脈ネットワークとは、パトロン＝クライアント関係のようなタテの
道具的な関係だけではなく、友人や親族、同郷会、相互扶助集団、職業組合など各人の多
様な動機により形成された関係も含む。端的にいえば、社会に縦横に広がるすべての人間
関係ということだろう。
　だが著者は、せっかく導入したこのネットワーク概念を、あくまでも「PCネットワー
クが組み上げられる時に機能した」（74）だけのものとして扱い、武装勢力の内部にはパ
トロン＝クライアント関係以外の作用をみようとしない。結果として本書には、「クライ
アントは〔パトロンが有する資源の多寡に応じて：引用者〕パトロンを自由に選び取るこ
とができる」（369頁）という一文に代表されるように、短期の経済合理性のみに依拠し
て意のままに行動選択する単純な人間像へ、人びとの多様な感情や動機を還元して理解し
てしまっているように感じられる箇所が少なくない。暴力行使を主目的とした集団に加わ
り、略奪に関与し、ときに人を殺す、という「ふつうの」人びとがなした「ふつうではな
い」行いをそれほどシンプルに理解できるものなのか、というのが評者の抱いた素朴な問
いである。
　著者は、本書では「あえてシンプルな解釈を提示し」（92）、「厚い記述を目指さなかっ
た」（93）という態度表明をみずからおこなっている。そして、その理由のひとつは「近
年、現象の多様性・複雑さが強調され、「多様なあり方を描く」という決まり文句のも
と、難解な文章が書かれるきらいがある」（93）からだと記す。しかし、現象の多様性や
複雑性を記すことと、それが難解な文章で表現されることのあいだに必然的なつながりは
存在しない。また著者は、シンプルな解釈を提示することの利点として、そのような解釈
には他の論者が反論しやすいため議論が喚起され、結果として現象に対する理解が深まっ
ていく点を挙げている。だが、一般市民が内戦に参加する理由をシンプルな行動選択のモ
デルに依拠して説明する研究は、すでに多くの経済学者や政治学者が発表しているはずで
ある。
　本書が政治学と人類学を架橋する研究である点を著者が強調していることや、現象の細
部にこだわる姿勢に人類学の学問的特徴があること、そして本書を読んだものならだれも
が感嘆するであろう著者のたしかな筆力を考えれば、人びとが武装勢力に関与する動機や
その背後にある人間関係の多様性や複雑性を過度に切り詰めることなく、カマジョー／
CDFの興亡を理解可能な形でまとめられる可能性もあったのではないか、と評者には感
じられたのである。
